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	特定非営利活動法人ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ･ﾌｫｽﾀｰｹｱ･ｱﾗｲｱﾝｽ
	

	１　事業実施の方針

私たちの事業実施の方針は、以下の団体のミッションとビジョンを基盤とした活動を、パートナー団体との協働により推進してゆくことです。
· IFCAのミッションは、国を超えた、多様な考えの交流、協働、つながりづくりを通じて、子ども家庭福祉のシステムを前進させることです。
· IFCAのビジョン　IFCAは、すべての子どもと若者が愛され、支えられ、自身の可能性を最大限に発揮できる社会の実現を目指します。
新しい事業計画の作成時、また事業計画を更新する際には、効果測定の可能な明確な目標を掲げ、事業成果のアセスメントを定期的に実施します。
２　事業の実施に関する事項

（１）特定非営利活動に係る事業

	
	
	

	
	事業名
	事業内容
	実施
予定
日時
	実施
予定
場所
	従事者

の予定

人数
	受益対象者

の範囲及び

予定人数
	事業費の

予定額

（千円）
	

	
	社会的養護の当事者（フォスターユース）の国際交流とリーダーシップ育成事業
	1) 全国のIFCAユースメンバーが東京に集まり、合同会議を実施する。

2) 日本のIFCAユースチームが渡米し、現地で視察研修、および米国ユースとの協働を行う。

3) 米国ユースチーム来日期間中に、日本チームのメンバーと交流。ともに登壇活動を行う。
 　　　　　
　　


	平成31年2月

平成31年8月
平成31年9月
	東京都
米国ワシントン州

東京都
	１０名
	３０名
	８０００
	

	
	地域での里親同士のネットワーク形成による養育体制強化のための事業

	1) 米国で開発された養育者支援の方法（Mockingbird Family™）を日本に根付かせるために、４つの地域で里親ネットワーク形成にむけたパイロットプロジェクトを実施する。
2) ４つの地域の代表者は定期的な会議に参加し、パイロットプロジェクトの進捗状況を報告する。

3) この事業の核となるメンバーは、年間をとおしてパイロットプロジェクトの実践者たちの指導と支援にあたるほか、モデル普及のための講演活動を続ける。

	平成31年1月から12月まで
	東京都
神奈川県

福岡県
	１２名
	２００名
	４０００
	

	
	複雑なトラウマを抱える子どもたちに最善の治療を与える事業
	1) この法人が数年実施してきたトラウマフォーカスト認知行動療法（TF-CBT）を日本に導入・均てん化する活動を続行する。
2) 米国と日本の専門講師によるTF-CBTの講習を日本各地の心理職を対象に、定期的に行う。
· 北海道

· 東京

· 九州
3) 法人のホームページに、TF-CBTの学習サイトを構築し、サイト使用者がこのトラウマ治療法について知識と洞察を深めるように取り計らう。


	平成31年1月

平成31年3月

平成31年5月
平成31年9月
	北海道

東京都
九州地方

	５名
	１２０名
	２０００
	

	
	この法人の事業に必要な資料並びに機関紙の編纂、発行
	1) フォスターユースが寄稿した文章をもとに、冊子を編集、発行する。
2) アメリカの開発者との連携をはかりながら、Mockingbird Family™にかんする資料を翻訳/編集し、出版する。
3) トラウマフォーカスト認知行動療法（TF-CBT）の講習の受講者を対象にしたマニュアルを更新する。


	平成31年5月
平成31年9月
平成31年11月

	
	８名
	６００人
	１０００
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	 （２）その他の事業

	
	
	

	
	事業名
	事業内容
	実施
予定
日時
	実施
予定
場所
	従事者

の予定

人数
	事業費の

予定額

（千円）
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	


当年度のその他の事業はない。








